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平塚市の淡水魚類

浜口哲 中本 弘章

On Freshwater Fishes Found .in Hiratsuka 

Tetsuichi HAMAGUCHI and Hiroaki HAYASHI 

1. はじめに

平塚市は，神奈川県の南部に位置する人口22万人の

中都市である。市内の水系は， Te水川とその支流の金

目Jil・鈴川 ・渋田Jil,:fE!j川の支流である不動JI[，およ

び茅ケ崎市との境を流れる相模川によって形作られて

L、る（図 1）。相模川水系の魚類については，筆者の一

人浜口が調査を行ない， その結果を発表してきた〔長

峯 ・浜口 1980，浜口 1982）。ここでは， 1981年から82

年にかけて，花水川・金田川｜・鈴JI[・渋田川・ 不動川

とそこに流れこむ農業用水路，排水路について行なっ

た調査を中心と して，相模川を除いた平塚市内の淡水

魚類相について報告する。

本調査を進めるにあたって魚類の同定について御指

導いただき，また ミナミハゼの記録の発表をお許しい

ただいた横須賀市博物館の林公義学芸員，フナ類につ

いて御教示いただいた国立科学博物館の友田淑郎博士

に感謝の意を表したい。

2. 調査の方法

調査は1981年9月から1982年10月にかけて，図1お

よび表1に示した63の調査地点で行なった。魚類の採

集には投網〔網目の1辺が 10%および12%のもの〉，

半月形のおし網および柄つきの手綱を用い，池ではセ

ノレピン（プラスチック製のもじり〉も使用した。採集

した魚類は10勿ホノレマリン液でト回定後， 同定，計測を

行なった。調査時には，できるだけ写真J最影と気温 ・
水温・川巾・水深 ・底質 ・にごりの記録を行なった。

また，調査地点をA～Gの7つの類型に区分して記

録した（図 2）。この区分は，平塚市の河川｜が改修工事

の影響で，本来の河川形態から大き く変化し，一般的

な上中下流の区分ができないため，便宜的に行なった

ものである。
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また，これらの地点のうち河川の底生動物について

は，神奈川県の手で調査が行なわれており，その結果

によると丘陵地の細流（木調査ではF〕を除いて，各

河川とも，有機汚濁の進んだ水域の泥底を主な生息:IJ}

所とする，赤色ユスリ カなどが俊占している（神奈川

県環境部水質保全課1982）。

すなわち，本調査は，都市化の進んだ士山城で形態的

にも水質の上て。も，人為の影響を強く受けた水系の淡

水魚類相を対象と している。

3. 調査の結果

本調査の結果，平塚市内で記録された淡水魚類は，

下記の目録の通り12科23種であった（フナは一種とし

て扱っておく〕。23種のうち， 純淡水魚は12磁（ホ ト

ケドジョウ ・ドジョウ ・フナ ・コイ ・タモロコ ・アプ

ラハヤ ・モツゴ・ ウグイ ・オイカワ ・ナマズ ・カダヤ

シ・カムノレチー〕，回遊魚、は 3種（アユ ・ヨシノボリ ・

チチプ〉， 汽水 ・海水魚、は 6穫（ボラ ・ギンガメアジ・

クロメジナ ・コ トヒキ ・ヒメハゼ・マハゼ〉 であっ

た。なおワカサギは相模川水系て’は池IJに陸封されてい

るが，本水系での生態は不明である。 ミナミハゼにつ

いても明きらかでない。また純淡水魚の中には，外国

からの移入魚、が2穣（カダヤシ ・カムノレチー〉，国内

からの移入魚、が2種（タモロコ，オイ カワ〉 含まれて

おり， ワカサギも閏内からの移入魚、である。

本調査でもっとも多 くの個体数が採集されたのはフ

ナ（主にギンプナ）であり，オイカワ ・ドジョウがこ

れに次いでいた。調査地点でみると，フナが26士山点で

記録されてもっとも多く， ドジョ ウが18地点，オイカ

ワが10地点でこれに次いでいた。フナ， ドジ ョウ，オ

イカワの3穫が，平塚市の淡水魚の優占極と言うこと

ができる。
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図2 調査地点の形態の類型

A 中河川｜ ：川「IHOm以上で川原がある。

B 小河川 ：JI/「112～lOmで；Jll原がなく，岸は
ほとんどコンクリ ー トの護岸。

c m水a：主に川rlJ2 m以下の農業用水で，
岸と底は土。

D J'F]l]< b：主に川巾 2m以下の農業用水て。岸

と底はコンク リー卜。

E 排水路 ：コンクリ ー卜護岸の下水排水路。

F 沢 ：丘陵地の細流。

G j出
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足I~Pi］ ~， 地名［ 翌月 官 ｜ 天気 ［ 気 温［ 水 温［形態 I }II (m~ I 水（~~） ＼ 底質 I ~こごり
ー 一

1 河内川 ’81. IX. 16 ① 24.9 23.0 B 8 20～40 SM  → 

2 河内 Jil ’81. IX. 16 ① 25.0 22. 7 B 8 10～40 SM  十

3 河 内 川 ’81. IX. 16 ① B 4 60～70 M 1十

4 メ守＼、 所 ’81. IX. 17 ① c 1 40～70 M ・H 
5 古，，司］ j恨 ’81. IX. 17 ① F 0. 7～0.8 20～30 G 

G i葛 根川 ’81. IX. 17 ① E 1 7～8 c 
7 高 根川 ’81. IX. 17 ① F 0.5～1. 0 5～6 R 

8 万 純池 ’81. IX. 17 ① G 650m2 SM  1十

万 純池 ’s2. IX. 15 。24.0 24.0 G II SM  トト

9 万 EE ’81.]X.17 ① E 2 5～G c 十

10 根 坂 間 ’81. ]X.17 ① c 1. 5 20 M 十

11 続 ’81.IX.17 ① c 0.5 20～25 M 十

12 都！ ’81.]X.17 ① c 0.8～1. 0 30 M 

13 新ー Jil ’81. x. 3 。 19.5 B 3 40 CR 十

14 !!Ji JI] ’81. x. 3 。 21. 0 B 1. 2 1～2 CM ＋ 

15 新 Ji] ’81. x. 3 。 21. 5 B 4 30～40 SM  

16 寺 庇lfJli ’81. x. 3 。 D 1. 5 2～3 c 十

17 同 。奇 ’81. x. 31 ① D 3 20 c 十

18 岡 崎 ’81. x. 31 ① c 1. 2 20～30 M 11・ 

19 岡 品守 ’81. x. 31 ① c 1. 5 1～2 M 十

20 中古沢溜池 ’81. XI. 4 。15.0 13.2 G 2100m2 M 十

中吉沢溜池 ’82. v. 4 ① 26.0 21. 2 G ／／ GS 

21 中 古沢 ’81. XI. 4 。 13.8 F 3 5～10 R 

22 中古 沢 ’81. XI. 4 。 14.0 F 3 5～10 R 

23 不動 川 ’81. XI. 4 。16. 5 14.0 F 3 10～15 G乱4

24 不動川 ’81. XI. 4 。 15.0 B 4 15～20 SM  十

不 動川 ’82. v. 4 ① 25.2 24.0 B 4 15～20 SM  ＋ 

25 Tt. * Jil ’82. N.10 ① A 25 M トト

26 土 屋 ’82. v. 1 。23.6 17.2 F 1 15 SM  

27 l盗者jj 川 ’82. v. 1 。24.6 18.5 B 5 40 S乱4 十

28 座 者r川 ’82. v. 1 。26.0 24.8 B 4 20 SM 十

29 金 目川 ’82. v. 1 ① 21. 0 23.0 A 10～15 40 G 

30 金 目川 ’82. v. 1 。24.2 23.8 A 10～15 30～40 G 
31 不 動川 ’82. v. 4 ① 26.4 21. 4 c 0.5 10 M 十

32 不 動 川 ’82. v. 4 ① 24.4 16.0 F 1 10 s 

33 不 動 川 ’82. v. 4 。24.2 16.2 F 0.5 5 RS 

34 金 目川 ’82. v. 4 ① 24.2 25.2 A 10 50 RνI 十

35 金 目川 ’82. v. 4 ① 24.6 25.6 A 10 40 RM  

36 鈴 Jil ’82. v .15 ① 21. 4 21.6 B 5 40～50 GM  十

37 主令 Ji[ ’82. v. 29 。26.2 23.5 B 10 60 CG ＋ 

38 宣告 Jll ’82. v. 29 。26.3 24.2 B 6 60 G 4十

39 主令 JI/ ’82. v. 29 。26.0 25.0 A 25 40 GS 

40 渋 田 川｜ '82. v. 29 ① A 25 40 SM  十
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~~. 1 調査 士山荘I I翌 月 害 ｜天気 ｜気温 ｜水温 ｜形態 ｜川川水crd底引にごり
41 渋田川 ’s2. VI. 5 の 27.0 21. 8 A 10 50 

42 1万 Ji! ’s2. VI. 5 の 27. 0 22.0 B G 30 

43 渋仔IJI! ’s2. VI. 12 ① 28.8 27.2 B 15 40 

渋田 川 ’77.刃 9 B 15 

44 ilz EEi JI! ’s2. VI. 12 ① 28.8 29.8 B 5 0.5 

45 青 t!in ’82. vn. 3 ① 23.6 22.2 D 1. 2 40 

青 相II ’82. IX. s 。 20.5 D 0.5 30 

46 北 金目 ’82. VJ[. 3 ① 23.6 24.6 c 1 40 

47 真 圧l ’s2. vrr. 3 ① 24.8 c 2 30 

48 大根 JI! ’s2. vn. 3 ① 26.4 B 3～4 30～40 

49 花7JくJiI yilJ口 ’82. VJ[. 5 ① A 15～40 

1E*!il1可口 ’82. JX. 3 の 27.0 A 15～40 

50 1E * ;11 ’s2. IX. 3 。 A 30 

花 7Jく川 ’82. x. 19 。．18.2 16. 1 A 30 

51 大 神 ’82. IX. 7 。22.0 20.5 c 1. 2 10 

52 ヨL JI! ’82. IX. 7 。23.0 20.5 B 6 20 

53 田 キt ’82. IX. 7 。24.0 21. 5 c 1. 5 40 

回 N ’77.刃.9 c 1. 5 

54 打開木 ’s2. IX. 7 。24.5 21. 5 D 1 120 

55 北 j自；旧 ’82. IX. 7 。25.0 21. 5 D l. 5 120 

56 彩f JI! ’s2. IX. 7 。26 0 22.0 B υ " 

57 新 Ji! ’82. IX. 7 。27 0 21. 5 B G 130 

58 ~t i豊 田 ’s2.1X. 7 ① 22.0 c 1 30 

59 寺 fFI ＊氾 ’82. IX. 8 ． 23.0 21. 0 c 1. 5 50 

60 同 ’82. IX. 8 。 21. 0 D 1 120 

61 片 岡 ’82. IX. 8 。／・ 21. 0 D 1 50 

62 金令 JI! ’82. IX. s ． 21. 5 A 10 30 

63 逮ヒケ池 ’82. IX. 8 ． 24.0 G 500m2 
注〉形態 ：A～Gは図2の通り。底質 ：S砂，M 泥， G 磯，R岩盤，C コンクリート

にごり ：－H強L、 ＋やや強い一少ない

また，本調査では記録されなかったが，聞きこみに を参考にした。

よると1確実に生息する穫にウナギとゲンゴロウプナが

ある。 キュウリウオ科 OSMERIDAE 

MS  ート

c 

SM  ＋ 

SM  ＋ 

SC 

SC 十

SM  十

SM  ＋ 

s ＋ 

s ＋ 

s 十

SM ード

SM  ＋ 

cs 

c 

CM  ＋ 

c ..L 

CM  ＋ 

ート十

M イト

c ー｜｜

M 十

c ＋ 

c ＋ 

GM  十

c ＋ 

1. ワカサギ Hy戸omesustrans1うacificusniPPonensis 

魚類目録 687.’82 VJ[ 5 花水川河口⑩ ex.1 L. 51彩

本調査で採集された魚類の目録を以下に掲げる。記

述は，科名 ・種名 ・登録番号（平塚市博物館資料Hc アユ科 PLECOGLOSSIDAE 
M-51- 〉 ・採集年月日 ・採集地〔地名および図lの 2. アユ Plecoglossus altivelis 

調査地点で示す〕 ・採集者 （筆者らが採集した場合は 1例しか記録されなかったが，聞きこみによると金

省略〕 ・個体数（ex） ・体長（L.最小～最大万で示 目JI！にも湖上しているとし寸。

す〉の順に行なった。採集例が多い場合は数例をあげ 670.’82刊 5 がけ｜｜⑫ ex. 1 L. ll0% 

るに留めた。学名と種の配列は日本魚類学会 (1981〕

により，種の同定には中村（1963），宮地他（1976) ドジョウ科 COBITIDAE 
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図3 調査地点の景観 (No.Iま図1の調査地点，（ 〉の記号は図2参照〕

図31 金白川調査地点，⑧〔A)

図3-3 河内川調査地点，131( B) 

図35 北豊田 ・用水調査地点， ⑧ 〔D〕

医13-7 高根川調査地点，・71〔F〕
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図3-2 鈴川調査地点，⑫ （A)

図3-4 田村 ・用水調査地点， ⑬ cc〕

図36 万l工｜・排水路調査地点， R 〔E)

図38 中古沢溜池調査地点，③ （G〕



3. ホトケ ドジョウ Lefua echigonia 12. ナマズ Silurus asotus 

正陵地の細流でのみ記録された。 679. ’82 VI 12 渋田川⑬ ex.1 L. 207% 

638. ’82 v 1 土屋⑧ ex.5 L. 40～53務
648. ’82 v 4 不動川⑮ 巴x.1 L. 42努 力タヤシ苧I・ POECILIIDAE 

4. ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus 13.カダヤシ Gambusia a/finis 

用水路から多く記録された。 635. '81 x 31 岡崎⑬ ex.5 L. 14～26% 
620.’81区 17 河内JI!① ex.6 L. 26～70% 

623. '81 IX 17 纏⑫ ex.2 L. 55～57%など ボラ苧I・MUGILIDAE 

14. ポラ Mugil cephalus 

コイ科 CYPRINIDAE 玉川の河口から10.2km地点でも記録された。

5. フナ Carassius auratus 684. ’82 VII[ 5 花＊川河口⑧ 巴x.59 L. 30～151% 

本調査で採集されたフナは約200個体だったか， キ 699.’82 IX 7 .:Ji.JI！② 巴x.1 L. 78%など

ンプナと判断される個体が見られる，キンブナとギン

ブナの中間的な形態の個体が見られる，春に採集した タイワンドジョウ不｜ CHANNIDAE 

ギンブナに追星の生じた合が見られるなとの諸点が明 15. カムノレチー Channa argus 

きらかとなった。これらの資料の整盟分類，またこれ 下水道ポンフ・場ても1例記録された。

らが天然分布が移入されたものかと言った点について 19. ’74 VI 12 夕陽ケ丘 町 1L. 345% 

は，慎重に検討する必要があると思われるので，

では典型的なものの記録に留めておく。 アジ科 CARANGIDAE 

・キンブナ 16. ギンガメアジ Caranx sexfasciatus 

659.’82 v 15 鈴川⑧ 巴x.3 L. 92～100% 685. ’82 VJII 5 花氷川河口⑮ ex.1 L. 66% 

・ギンブナ

614.’81 IX 16 河内川① ex.14 L. 19～58% メジナ不｜GIRELLIDAE 

622.’81 IX 17 纏⑪ ex.3 L. 27～33% など 17. クロメジナ Cirella melanichthys 

6. コイ Cypri抑制 carpio 686. ’82 VIII 5 花水川河口⑮ 巴x.1 L. 57% 

645. ’82 v 1 金目川⑩ ex.3 L. 111～143% 
650. '82 v 4 金目川⑧ ex.L. 112% など
7. タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus 

617.’81 IX 17 河内川① ex. L. 53～54% 

625. '81 IX 17 纏⑫ ex.1 L. 48% など

シマイサキ科 TERAPONIDAE 

18. コトヒキ Teraρon jarbua 

692. ’82 IX 3 花水川河口⑮ ex.26 L. 11～19% 

8. アブラハヤ Moroco steindachneri ノ、ゼ科 GOBIIDAE 

616. ’81 IX 16 河内川① ex.3 L. 13～15彩 19. 7ハゼ Acanthogobius flavzmanus 

642. ’82 v 1 金目川⑫ ex.9 L. 71～86% なと 722.’82 x 19 花水JI!⑩ col.森田英之 ex.1 
9. モツゴ Pseudorasbora lりarua L. 82彩

619. ’81 IX 17 河内川① ex.2 L. 30～51% 20. ミナミハゼ属の一極 A waous ocellaris 

649.’82 v 4 金目Jil⑩ 巴x.2 L. 51～71% など 熱帯地方に広く分布する種で，下記の記録は日本で

10. ウグイ Tribolodon hakonensis の北限にあたる。同定は林公義氏による。（図4〕

641. ’82 v 1 金目川⑧ 巴x.2 L. 92～110% 横浜賀市｜専物館資料YCMP 4333 花水川〔鈴川合

646. '82 v 1 金目川⑧ 巴x.1 L. 174% 流町’77X 18 col.加J昨恭英 ex.1 L. 47~彰

11. オイカワ Zacco platypus 21. ヒメノ、ゼ Favonigobius gymnauchen 

643.’82 v 1 金白川⑧ ex.3 L. 80～97% 691. '82 IX 3 花＊川河仁l⑩ 巴x.1 L. 26% 

660.’82 v 15 鈴川⑧ 巴x.21 L. 75～115%なと 22. ヨシノポリ Rhi削 gobiusbrunneus 

本砲は斑紋や生態によりL、くつかの型に分類されて

ナマズ科 SILURIDAE いるが， 木調査の資料は林公義氏に同定を受けた。
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・桃斑型

615.’81 lX 16 フナドジョ ウex. 2 L. 17～20% 

ex. 2 L. 37～40% 
河内川①

不動川⑧636.’81 XI 4 

・黒色型 Em 
河川の形態による記録佑l休数の割合

ホトケドジョウ

魚類は記録されなかった。他の排水路でも目視観察を

行なったが，底には＊和ilがつき，魚類の生息の可能性

はないと判断された。

丘陵地の細流（F）ではホトケドジョウとヨシノボ

リが多く記録され，他の水系とは奥なる魚類相を持っ

ていた。ただしこの2種は生息条件が異なるのか，同

時に記録された地点はなかった。

池 CG〕については，本調査では十分に魚類相を把

握するに至らなかったので，今後の調査にまちたい。

621.’81 lX 17 万縄池③ ex.4 L. 18～27% 

721. ’82 lX 15 万寝池① ex.1 L. 31% 

・移行的なもの（池に陸封されているもので， 三浦半

島の池沼に生息するものと類似しているとLづ。〕

715. ’82 lX 8 達上ケ池⑬ ex.16 L. 16～26% 

23.チチブ Tγidentigeγobs cuγus obscuγ也S

656. ’82 v 4 金目川⑧ ex.1 L. 71% 
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4. 考察ー河川の形態による魚類相の比較ー

A～Gの7つに類型化した区分に従って，

の魚類相の特色を述べてみたい（図的。

中河川J(A）と小河JIJ(B）は，それぞれ11種， 10種が

記録されたが，フナとオイカワが優占していることで

その群集構成はよく似ていた。Aではアプラハヤとウ

グイがBよりも多く記録され，このことは砂磯底のや

や水質のきれいな部分のあることを示している。また

ドジ ョウはBでよ り多く記録され，これはBに，泥底

でC, Dに近い川が多いことを示している。

用水路（C, D）では，A, Bの河川に比べ記録種

数が半減し，またフナにかわってドジョワが優占して

いた。このことはCDが泥底でドジョウの生息に適す

ることと同H寺に，これらの用水路のほとんどが冬は水

を落としてしまうため， 泥に潜って越冬するドジョウ

の方が生存に有利であることが関係しているのではな

L、かと推定される。

排水路（E）は1ケ所しか調査を行なわなかったが

それぞれ

図6～8 平塚市内の淡水魚の分布図

Of'.,は調査地点，....はそれぞれの種類の記
録された地点，．は表1にあげた以外の記録地

点を示す。

参考のため長峯 ・浜口（1980），浜口（1982)

によって相模川の記録も加えた。
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~1 6 

1ワカサギ 2アユ

5aギンブナ 5bキンブナ

6コイ 7タモロコ
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図7

8アブラハヤ 9モツゴ

10ウグイ 11オイカワ

12ナマズ 13カダヤシ

14ホ、ラ 15カムルチー
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図8

16ギンガメアジ 17ク口メジナ

18コトヒキ 19マハゼ

20ミナミハゼ 21ヒメハゼ

22ヨシノボリ 23チチフ
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